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近畿工業

刃
物
新
工
場
が
完
成

加
工
工
程
自
動
化
を
推
進

エンビプロHD
ＶＯＬＴＡ

廃
電
池
の
扱
い
拡
大

産
廃
処
分
業
許
可
を
取
得

上
野
真
吾
・
資
源
・
化
学
品
事
業
部
門
長
に
聞
く

破
砕
機
・
選
別
機
メ

カ

大
手
の
近
畿
工
業

（
本
社

神
戸
市
、
和
田

知
樹
社
長
）は
こ
の
ほ
ど
、

兵
庫
県
三
木
市
の
三
木
工

場
公
園
内
に
新
工
場
と
な

る
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
（
ト
モ
エ
・

フ

ク
ト
リ

）」を
完
成

さ
せ
た
。
ロ
ボ

ト
の
活

用
と
機
械
加
工
工
程
の
自

動
化
を
進
め
、
主
力
と
す

る
二
軸
せ
ん
断
式
破
砕
機

用
の
刃
物
製
作
や
使
用
済

み
刃
物
の
再
生
事
業
の
能

力
を
大
幅
に
引
き
上
げ

た
。新

工
場
は
敷
地
面
積
約

平
方

、
建
屋

面
積
約

平
方

で
、
こ
れ
ま
で
二
軸
せ
ん

断
式
破
砕
機
用
の
刃
物
を

製
作
し
て
い
た
ト
モ
エ
プ

ラ
ン
ト（
兵
庫
県
三
木
市
）

や
本
社
工
場
（
同
）
の
一

部
工
程
を
新
工
場
に
集

約
。
今
年

月
か
ら
の
本

格
稼
働
を
開
始
し
て
い

る
。刃

物
の
生
産
能
力
は
こ

れ
ま
で
の
約

・

倍
に

向
上
し
て
い
る
ほ
か
、
最

新
鋭
の
製
造
設
備
を
活
用

し
て
硬
度
が
高
く
、
破
砕

性
能
や
耐
久
性
に
優
れ
た

高
付
加
価
値
製
品
も
製
造

す
る
。
ニ

ズ
の
高
い
刃

物
の
再
生
事
業
な
ど
サ

ビ
ス
面
の
充
実
化
も
図

る
。近

畿
工
業
は

年
に
兵
庫
県
加
古
川
市
で

創
業
。
二
軸
せ
ん
断
式
破

砕
機
の
国
内
ト

プ
メ

カ

で
、
発
売
開
始
か
ら

年
で

台
以
上

の
販
売
実
績
を
持
つ
。

年
に
業
界
初
と
な
る
工
業

系
雑
品
処
理
に
特
化
し
た

「
ス

パ

シ

レ

ダ

」、
年
に
は
自
動
車
電

装
用
モ

タ

（
ワ
イ
パ

モ

タ

や
パ
ワ

ウ

ン
ド
ウ
モ

タ

な

ど
）、小
型
工
業
用
雑
品
、

小
型
家
電
、家
電

品
目
、

不
燃
粗
大
ご
み
な
ど
幅
広

い
品
目
を
処
理
対
象
物
と

し
た
「
Ｖ
―
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
」
の
販
売
を
開
始
す
る

な
ど
、
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

設
備
の
開
発
に
も
注
力
し

て
い
る
。

エ
ン
ビ
プ
ロ
・
ホ

ル

デ

ン
グ
ス
は

月

日
、
グ
ル

プ
会
社
で
廃

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

手
掛
け
る
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ

（
静
岡
県
富
士
宮
市
、
オ

ミ
ン
ジ

社
長
）
が
、
使

用
済
み
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
な
ど
（
以
下
、

廃
電
池
）
の
処
理
に
対
応

し
た
産
業
廃
棄
物
処
分
業

許
可
を
取
得
し
た
と
発
表

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
従

来
有
価
物
の
廃
電
池
の
み

を
取
り
扱

て
い
た
と
こ

ろ
、
今
後
は
希
少
金
属
含

有
率
の
低
い
廃
電
池
の
扱

い
を
可
能
化
。
事
業
領
域

を
拡
大
し
た
。

焼
却
処
理
が
一
般
的
な

廃
電
池
だ
が
、
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ

Ａ
で
は
火
災
な
ど
の
原
因

と
な
り
、
危
険
物
で
あ
る

廃
電
池
の
適
正
処
理
を
可

能
と
し
た
施
設
（
静
岡
県

富
士
宮
市
）
に
お
い
て
、

乾
燥
・
破
砕
・
選
別
し
、

コ
バ
ル
ト
、
ニ

ケ
ル
濃

縮
滓
（
コ
バ
ル
ト
、
ニ

ケ
ル
含
有
物
）
を
生
産
す

る
こ
と
で
再
資
源
化
。
生

産
し
た
コ
バ
ル
ト
、
ニ

ケ
ル
濃
縮
滓
は
、
製
錬
会

社
に
販
売
す
る
こ
と
で
希

少
金
属
の
資
源
循
環
を
実

現
し
て
い

同
社
で

多
く
含
有

廃
電
池
の

て
い
た
が

日
付
で

分
業
許
可

と
に
よ
り

有
率
の
低

り
扱
い

た
。
同
社

施
設
を
擁

は
金
属
く

限
る
）
が

時
間
）

住
友
商
事
の
資
源
・
化
学
品
事
業
部
門
は
上
流
の
コ
ス
ト
削
減
な
ど
競
争
力

強
化
に
集
中
す
る
。
中
長
期
で
は
、
高
度
化
に
向
け
て
修
正
中
の
資
源
戦
略
に

基
づ
き
、
温
暖
化
対
策
な
ど
を
織
り
込
み
つ
つ
、
水
素
な
ど
新
た
な
領
域
を
含

め
次
世
代
の
事
業
を
作
る
と
い
う
。
上
野
真
吾
部
門
長
に
ウ

ブ
取
材
で
方
針

を
聞
い
た
。

―
―

年
度
の

部
門
の
業
績
の
要
点
を
。

「
特
に
鉄
鋼
原
料
を
扱

う
資
源
第
二
本
部
が
、
石

炭
の
価
格
下
落
の
影
響
で

苦
戦
し
た

年
だ

た
。

部
門
全
体
で
は

年
度
が

億
円
の
連
結
純
利

益
だ

た
が
、

年
度
の

実
績
が

億
円
。
化

学
品
を
除
く
と

年
度
が

億
円
に
対
し
て

億
円
だ

た
。
非
鉄

系
の
資
源
第
一
本
部
で

は
、
ボ
リ
ビ
ア
（
サ
ン
ク

リ
ス
ト
バ
ル
鉛
・
亜
鉛
鉱

山
）
で
酸
化
鉱
の
鉱
石
在

庫
に
関
わ
る
評
価
を
よ
り

保
守
的
に
行
い
、
一
過
性

の
損
失
を
計
上
し
た
」

―
―
新
戦
力
は
。

「
新
し
く
稼
働
し
た
鉱

山
は
な
い
が
、
住
友
金
属

鉱
山
と

年
に
新
し
く
買

収
し
た
銅
の
案
件
、
ケ
ブ

ラ
ダ
・
ブ
ラ
ン
カ
の
建
設

が
始
ま

て
い
る
。ま
た
、

生
産
案
件
と
し
て
は
小
さ

く
は
あ
る
が
、
テ
キ
サ
ス

の
イ

グ
ル
フ

ド
と

い
う
シ

ル
オ
イ
ル
の

権
益
を
取
得
し
、
オ
ペ
レ

タ

シ

プ
を
取

て

開
発
し
て
い
る
」

「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
あ

る
ア
ン
バ
ト
ビ

と
い
う

ニ

ケ
ル
鉱
山
は
、
高
位

安
定
生
産
を
目
指
し
て
、

昨
年

月
に
プ
ラ
ン
ト
を

止
め
て
集
中
的
な
設
備
修

繕
・
保
全
を
行

た
。
そ

の
成
果
が
表
れ
か
け
た
矢

先
に
コ
ロ
ナ
で
操
業
が
止

ま

て
し
ま

た
」

―
―
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

南
ア
フ
リ
カ
の
鉄
鉱
石
事

業
と
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル

が
操
業
停
止
し
た
が
、
再

開
し
た
の
か
。

「
既
に
再
開
し
て
い
る
。

輸
送
や
港
湾
が
通
常
通
り

に
戻

て
い
な
い
の
で

％
出
荷
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
生
産

が
止
ま

て
い
る
の
は
ア

ン
バ
ト
ビ

の
み
。
海
外

技
術
者
や
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

の
出
入
国
が
で
き
ず
ロ

テ

シ

ン
が
か
な
わ

な
く
な

て
い
る
の
で
操

業
再
開
の
め
ど
は
立

て

い
な
い
」

―
―
コ
ロ
ナ
で
需
要
が

減

た
こ
と
に
よ
る
減
産

は
あ
る
か
。

「
南
米
の
鉱
山
は
そ
こ

ま
で
減
産
に
は
転

な
い
。
豪
州
の
石

ラ
ジ
ル
・
南
ア
の

は
、
日
本
の
鉄
の

落
ち
込
ん
で
い
る

中
国
向
け
に
振
り

な
ど
し
て
対
処

る
。
非
鉄
も
だ
が

を
機
に
需
要
家
の

イ
ソ

ス
多
様
化

か
も
し
れ
な
い
」

―
―
今
期
の
収

し
を
出
し
て
い
な

コ
ス
ト
削
減
や
緊

講
じ
て
い
る
か
。

「
現
場
で
コ
ス

を
進
め
な
け
れ
ば

い
。
サ

ビ
ス
会

部
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

幅
な
コ
ス
ト
削
減

い
し
て
い
る
し
、

コ
ス
ト
削
減
も
徹

行

て
い
く
。
当

と
し
て
危
機
対
応

に
な

て
お
り
、

動
性
を
確
保
す
る

大
前
提
だ
」

「
コ
ス
ト
削
減 就

トモエ・ファクトリー

リチウムイオン二次電池リサイクル工場

住友商事の資源・化学品事業戦略

環
境
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の
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エ


